
第47回大会〕

2Xa－1

Ｘ 午前10 : 15～12 : 00

住　　居

　　　　　　　　　　身近な環境整備について
　　　　　　　　　　　一生活者の意識調査一
掬日本女子社会教育会　家庭科学研究所　○田中和子　木村静枝竹中はる子

　【目的】日常生活を通し環境保全に貢献する道を見出し、生活の仕方、方法の改善に提言
ができればと考え、実状を知る１つの基礎データとして家庭内廃棄物であるごみ計量調査

を行い第46回家政学会に報告した。このまﾄ量調査を通して、ごみ発生・排出は、ごみ・環

境問題に対する意識の有無に左右されることが示唆された。この結果を踏まえ地球環境問

題に生活者としてどのように対応できるか、また今後の環境対策の方向を見出すために意
識調査を行った。

　【方法】東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県在住の20歳以上の男女５００人に家庭生活を

通して、ごみ・環境問題解決への具体的な関り方、貢献についての意識を把握することを

目的とした30問をアンヶ一卜形式（一部自由記入）により調査した。

　【結果】①ごみ・環境問題に対し、男女ともに関心があることが示唆された。環境問題関

連用語の周知度、環境問題の原因と結果に関する知識、日常生活における具体的行動にお
いては男女間で差がみられた。

②家庭内での次世代へのごみ・環境問題に対する教育の浸透については若干問題を残して

いることが示唆された。

③リサイクルを行うためには、省資源という観点だけでは不十分であり、目的達成の有効

な方法が望まれる。

これらについて詳述する。

2Xa－3 建設副産物の処理と再利用の研究

一解体現場での公害測定結果を含む処理法の検討一

岐阜女大教養　竹内龍三

　目的：住宅建築にはリフォームによる部分も多い。これに着目して古家を取り壊して処

理する現場について、近隣公害等について考えるとともに、廃材がいかに処理され、現行

法規上での判定を可能な部分について検討するのを目的とする。

　方法：従来リフォームを行う場合、発注者はその現場から排出される廃棄物力iどのよう

に処理されるかについては、ほとんど関削まなかった。そのため解体工事や運搬のさいに

起こる公害、不法投棄という問題が出る。本報ではいくつ力双)解体現場で処理方法を調べ

るとともに、現場周辺での騒音と粉じんを測定して環境問題を考える。排出物はi昆合廃棄

物であることが多く、処理方法は個々で異なる。そこで建築廃棄物を分類し、特性と処理

法について考察した。
　結果：騒音レベルでは時間的変化は見られず、たえず一定した機械音が主因で、建物を

崩す音はそれほど周辺に影響していなかった。粉じんは晴天時に相対濃度が高い。当然、

晴天時の散水は行っている。作業開始直後とそれ以後の作業が広範囲に及ぶときとでは、

レンジに大差を生じた。解体現場では粉じん濃度が高く、人体への呼吸による吸い込みが

懸念された。事前に周辺住家へ注意をすることはエチケットである。作業者は長時間作業

現場にいることを要するため、マスクや眼鏡でできるだけ保護をし、影響を少なくするこ
とが望ましい。また、環境行政により出された廃材処理等の現状データをつぶさに比較し

考察して対策を考えた。
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